
お問い合わせ＆お申し込み 

( 受 講 無 料 ) 

⇒なは女性センター窓口でも 

   受付しています。 

TEL．０９８-９５１-３２０３ 

FAX．０９８-９５１-３２０４ 

ＱＲコードからメールでも可 

なは女性センター

メールQRコード 

 

なは女性センター講座2022 

＊一時保育は当面の間、休止いたします。手話通訳をご希望の方は６月３日(金)までにお申し出ください。 

＊新型コロナウイルス感染症などの状況により、変更する場合があります。 

日 時 :６月11日 (土)  

                午後 ２ 時 ～ ４ 時 

講 師 ： 名城 健二
な し ろ  け ん じ

さん （沖縄大学福祉文化学科教授） 

会 場 ： なは女性センター 第２学習室 

対象者 ： 関心のある方 ／ 定員：２４人（事前申込先着順） 

 家族の介護や看護、幼いきょうだいの世話や家事を、

大人に代わって日常的に担うヤングケアラーの現状が 

近年、浮き彫りになりつつあります。沖縄県が小学5年

生から高校3年生までの学級担任を対象に実施し、2月に

公表した調査で、ヤングケアラーとみられる児童生徒は

計1088人。学校生活に影響が出ていると思われる子

は、計523人に上る現状も示されました。 

 ヤングケアラーの背景には、貧困やDV、虐待など 

当該家庭が抱える諸問題が潜んでいることも多いと指摘

されています。学校に行きづらくなり学業が遅れたり、

部活や遊びなどに参加できなかったりすることで、孤立

につながるケースもあります。困りごとを抱える子ども

の存在に周囲が気づき、適切なサポートにつなげるため

にはどうすればいいのか。 

 糸満市の児童生徒（小学5年生から中学3年生）への調

査を実施した沖縄大学の名城健二教授に、調査結果 

から見えてきた現状や課題をお話しいただきます。 

 

●プロフィール 

沖縄大学人文学部福祉文化学科教授／沖縄大学大学院

地域経営専攻教授。専門は精神保健福祉、スクール

ソーシャルワーク。2021年11月に糸満市教育委員会

と連携し、市内小学5年～中学3年を対象にヤングケア

ラーに関する詳細な調査を実施した。児童生徒対象の

調査は県内では初めて。糸満市要保護児童対策地 

域協議会実務者会議委員、メンタルヘルスの課題を抱える

母親・父親とその子ども支援を考える研究会（母子支援研究会）代表等も

務める。日本福祉大学卒、沖縄国際大学大学院地域文化研究科人間福祉専

攻修士課程修了（社会福祉学修士）、2013年にオーストラリアビクトリ

ア州で母子保健システムなどの研究をした。 


